
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラ支持台上に２台のカメラが各光軸を同一水平面に沿い前方で互いに交叉させるよ
うに装着された３次元画像計測用カメラセットのカメラ定数を検定すべく、上記カメラ支
持台を水平横向きに搭載固定して水平な直線レールに沿い走行しうる台車と、同台車上の
上記カメラセットにより撮影されるように上記直線レールの線路脇に同直線レールと平行
に立設固定された基準点プレートとを備え、同基準点プレートが、上記直線レール側に向
けた多数の鉛直基準面を上記直線レールの方向と直角をなす水平方向の一定の段差で順次
形成されて、上記鉛直基準面に一定の位置および相互間隔を有する多数の被写体としての
基準点が設けられて 上記台車が長水槽の長辺に沿うレール上を走行しうる模型船曳
引用台車として構成され、上記基準点プレートが上記長水槽側に各鉛直基準面を向けるよ
うにして同長水槽の長辺の一側に沿い立設されてい 上記２台のカメラが相互の相対的
姿勢を保持したまま上記カメラ支持台上で上記直線レールと直角をなす水平方向に位置調
節可能に設けられ

て
いることを特徴とする、 ３次元画像計測用カメラ検定設備。
【請求項２】
　上記カメラがビデオカメラであり、同ビデオカメラが上記台車の走行状態で上記基準点
プレートの一側端から他側端に到るまで撮影し続けるように設定されていることを特徴と
する、請求項 記載の ３次元画像計測用カメラ検定設備。
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おり、

て、

るとともに、検定後の上記２台のカメラのカメラセットが上記長水槽内
で模型船の起こす波の観測を行うべく、同カメラセットが下向きに調整可能に設けられ

模型船の波浪観測のための

１に 模型船の波浪観測のための



【請求項３】
　上記カメラがスチルカメラであり、同スチルカメラが上記台車の走行状態で上記基準点
プレートにおける各 基準面の中心部に向けられた際にシャッターを作動させるように
設定されていることを特徴とする、請求項 記載の ３次元画
像計測用カメラ検定設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、 カメラ支持台上に２台のカメラを並設し
て３次元画像計測を行えるようにしたカメラセットについて、カメラ定数（カメラパラメ
ータ）の検定を行うための設備に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、２台のビデオカメラ等を使用し３次元流場計測を行う場合、固定カメラにより、
既知の多数の基準点を備えた基準点プレートを測定空間中で奥行き方向に移動させて撮影
し、その測定値と移動量とから各基準点の座標を知ることが行われている。そして、基準
点の撮影画像から、各基準点画像の重心位置を画像解析で求めることにより、像座標がわ
かるようになっており、この手法を利用してカメラ定数の算出が行われている。
【０００３】
　ところで、上述のような従来の手段では、奥行き方向の流速を検定することは難しい。
すなわち、カメラ定数の検定を行う際に、２台のカメラを定位置に並設したまま、同カメ
ラで撮影される被写体としての基準点プレートをトラバース装置によりカメラから遠ざか
るように後退させながら、同基準点プレートを撮影することが行われていたが、このよう
な従来の手段では、基準点プレートを揺れが生じないように適切に後退させるための精密
なトラバース装置を必要として、検定コストの上昇を招くという不具合がある。
【０００４】
　そこで従来は、基準点プレートを、数ｃｍ程度後退させた後、同プレートの揺れがおさ
まってから撮影するという手順を繰り返すことも行われていたが、このような手段では検
定作業に時間がかかり、作業能率の低下を招いていた。
【非特許文献１】２００２年７月　森北出版株式会社発行　ＰＩＶハンドブック（可視化
情報学会編）１８７頁～１９１頁
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　解決しようとする問題点は、一般にカメラの検定において、被写体としての基準点プレ
ートをカメラに対し相対的に精密に進退させる手段を低コストで実現することが困難とさ
れている点である。
　すなわち、上記基準点プレートを長い距離にわたって精密に進退させるトラバース装置
の製作に際しては、著しく高い精度の工作を必要とし、大幅なコストの上昇を招く点であ
る。
　

【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、直線レールに沿い高い精度で直進する台車として、模型船の試験を行う長水
槽に付設された曳引台車が身近に存在することに着目し、このような台車にカメラを搭載
して、同カメラにより、上記直線レールの線路脇に設置した基準点プレートにおける多数
の段差付き鉛直基準面を順次撮影できるようにすることにより、３次元画像計測用カメラ
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鉛直
１に 模型船の波浪観測のための

長水槽における模型船曳引用台車の

そこで本発明は、長水槽に沿い走行しうる模型船曳引用台車の走行機能を利用して、同
台車上のカメラの検定を低コストで迅速に行えるようにするとともに、同カメラの向きを
可変にして、同カメラの検定後に直ちに模型船の水槽試験も行えるようにすることを課題
とする。



の検定を低コストで能率よく行えるようにしたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　直線レールの線路脇に立設固定された基準点プレートにおける段差の付された多数の鉛
直基準面の各基準点が、上記直線レールに沿って走行する台車に横向きに搭載されたカメ
ラセットにより順次撮影されるので、上記基準点は各鉛直基準面の段差分に応じて上記カ
メラセットに対し前進または後退しながら撮影されることになり、このようにして得られ
た撮影データの解析により上記カメラセットの検定が的確に行われるようになる。そして
、上記基準点プレートは固定されているので、同プレートにおける鉛直基準面上の各基準
点は常に安定した位置にあり、従来の基準点プレート移動型の場合に比べて検定作業を迅
速に行える利点がある。
【０００８】
　また、直線レールに沿って台車を走行させる装置としては、模型船試験用の長水槽に装
備されたもの 利用 るので、従来のトラバース装置を用いるカメラ検定方式と比べて
、検定コストの大幅な低減が期待される。
　

【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　長水槽の長辺に沿う直線レール上を走行する模型船曳引用台車に３次元画像計測用カメ
ラセットを横向きに搭載して、同カメラセットにより上記長水槽の一側に立設された基準
点プレートの段差付き各鉛直基準面における基準点を撮影することによりカメラ検定 行

、検定後のカメラセットの向きを下向きに調整することにより、同カメラセッ
トを利用して上記模型船曳引用台車で曳引される模型船が上記長水槽内の水面に起こす波
の観測を都合よく行えるようになる。
【実施例】
【００１０】
　図１は本発明の３次元画像計測用カメラ検定設備の１実施例を模式的に示す平面図、図
２は図１のＡ－Ａ矢視図であり、図３は図 におけるカメラ支持台上のカメラセットを拡
大して示す平面図である。
【００１１】
　図１，２に示すように、長水槽１の長辺に沿う左右のレール２，２上に、同長水槽１を
跨ぐようにして載置され走行しうる電動式の模型船曳引用台車３が設けられており、同台
車３上には、カメラ支持台４を介して、カメラ定数（カメラパラメータ）を検定される３
次元画像計測用カメラセット５が横向きに搭載されている。
【００１２】
　図３に示すように、カメラ支持台４上のカメラセット５は、左右２台のカメラ５ａ，５
ｂが各光軸を同一水平面に沿い前方で互いに交叉させるようにして可動梁４ａ上に装着さ
れることにより構成されている。
【００１３】
　可動梁４ａは雌ねじ部４ｂを介し雄ねじ軸４ｃに螺合し、同雄ねじ軸４ｃが電動式また
は手動式の回転駆動機構４ｄにより回転駆動されるのに伴って、カメラ５ａ，５ｂ付き可
動梁４ａが、カメラ支持台４上で前進または後退を行えるように構成されている。
【００１４】
　また、図１，２に示すように、台車 上の横向きカメラセット５により撮影される多数
の鉛直基準面６ａ～６ｆを備えた基準点プレート６が、直線レール２の線路脇に同直線レ
ール２と平行に立設固定されており、各鉛直基準面６ａ～６ｆは直線レール２側に向けら
れて、直線レール２と直角をなす水平方向の一定の段差で順次形成されている。そして、
各基準面６ａ～６ｆには、一定の位置および相互間隔を有する多数の被写体としての基準
点７が設けられている。
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が され

そして、検定のため側方に向けられたカメラが、検定後に下向きに調整可能とされるの
で、同カメラによる模型船の波浪観測が、精度よく迅速に行われるようになる。

が
われるので

１

３



【００１５】
　このようにして、基準点プレート６の各基準面６ａ～６ｆが向いている方向に対し直角
に且つ水平方向にレール２上を走行する台車 のカメラ支持台４上で、２台のカメラ５ａ
，５ｂが、相互の相対的姿勢を保持したまま、雄ねじ軸４ の回転駆動により直線レール
２と直角をなす水平方向に位置調節可能に設けられている。
【００１６】
　そして、カメラ５ａ，５ｂがビデオカメラの場合は、同ビデオカメラが台車３の走行状
態で基準点プレート６の一側端から他側端に到るまで撮影し続けるように設定されている
。
　また、カメラ５ａ，５ｂがスチルカメラの場合は、同スチルカメラが台車３の走行状態
で基準点プレート６における各基準面６ａ～６ｆの中心部に向けられた際にシャッターを
作動させるように設定されている。
【００１７】
　上述の本実施例の３次元画像計測用カメラ検定設備では、直線レール２の線路脇に立設
固定された基準点プレート６における段差の付された多数の鉛直基準面６ａ～６ｆの各基
準点７が、直線レール２に沿って走行する台車３に横向きに搭載されたカメラセット５に
より順次撮影されるので、基準点７は各鉛直基準面６ａ～６ｆの段差分に応じてカメラセ
ット５に対し前進または後退しながら撮影されることになり、このようにして得られた撮
影データの解析によりカメラセット５の検定が的確に行われるようになる。そして、基準
点プレート６は固定されているので、同プレート６における鉛直基準面６ａ～６ｆ上の各
基準点７は常に安定した位置にあり、従来の基準点プレート移動型の場合に比べて検定作
業を迅速に行える利点がある。
【００１８】
　また、基準点プレート６において隣接する基準面相互の段差がΔＬの場合、２台のカメ
ラ５ａ，５ｂがカメラ支持台４上で直線レール２と直角をなす方向に回転駆動機構４ｄを
用いて、例えばΔＬ／２だけ移動調節することにより、台車３の２回の走行で詳細な画像
収集を行える利点も得られる。
【００１９】
　さらに、直線レール２に沿って台車３を走行させる装置としては、模型船試験用の長水
槽に装備されたもの 利用 るので、従来のトラバース装置を用いるカメラ検定方式と
比べて、検定コストの大幅な低減が期待される。
【００２０】
　そして、長水槽１の長辺に沿う直線レール２上を走行する模型船曳引用台車３に３次元
画像計測用カメラセット５を横向きに搭載して、同カメラセット５により長水槽１の一側
に立設された基準点プレート６の段差付き各鉛直基準面６ａ～６ｆにおける基準点７を撮
影することによりカメラ検定 行 、検定後のカメラセット５の向きを下
向きに調整することにより、模型船曳引用台車３で曳引される模型船が長水槽１内で起こ
す波の観測を都合よく行えるようになる。なお、この波の観測の際には、水面上に計測用
粒子を散布しながら台車３を走行させ、上記粒子をカメラセット５で撮影する操作が行わ
れる。
【産業上の利用可能性】
【００２１】
　基準点プレートにおいて段差を付された各基準面に多数の色つき基準点で画像を形成す
ることにより、アニメーション映画（動画）の製作にも利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の ３次元画像計測用カメラ検定設備の１実施例
を模式的に示す平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ矢視図である。
【図３】図２におけるカメラ支持台上のカメラセットを拡大して示す平面図である。
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３
ｃ

が され

が われるようになり

模型船の波浪観測のための



【符号の説明】
【００２３】
　１　長水槽
　２　直線レール
　３　模型船曳引用台車
　４　カメラ支持台
　４ａ　可動梁
　４ｂ　雌ねじ部
　４ｃ　雄ねじ軸
　４ｄ　回転駆動機構
　５　３次元画像計測用カメラセット
　５ａ，５ｂ　カメラ
　６　基準点プレート
　６ａ～６ 　鉛直基準面
　７　基準点
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【 図 ３ 】
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